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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
筑波大学では、一定の学術的蓄積などがある社会人の方々を対象に、標準年限が３年である博士後期課程を「最短１年で修了」し博士号（課程博士）を授与するプログラムです。プログラムの履修審査を通過された方々は、博士後期課程に在籍し、研究指導を受けながら社会人としての研究業績をベースに論文を執筆していただくことになります。１年間での学位取得について、その質の保証の問題が言われるところでありますが、達成度評価システムによって、学位授与までのプロセスを適正に堅持しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
博士号取得の流れです。社会人としての研究業績を一定水準以上お持ちの方は、一般の大学院入試を受験した後、合格したら早期修了プログラム審査を受けることができます。審査要件に合格すると晴れて入学し、その後博士論文のための指導を受けつつ、「博士としての資質」8項目すべてを博士レベルに到達させるよう努力し、8項目をクリアして最終審査である博士論文発表会に合格すれば晴れて博士号取得となります。入学から博士号取得を最短1年間で行うのが本プログラムです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
早期修了プログラムの特徴として「達成度評価システム」がございます。これは先に述べました「博士としての資質」８項目について、入学時履修審査→中間審査→博士論文予備審査の段階で（⑧の学術的成果を除いて）全て博士レベルに達しているかどうかを評価するもので、達成度に問題があると先のステップに進むことができず、同じ審査をもう一度やり直すことになります。博士後期課程の「質」を維持するシステムです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
筑波大学では、一定の学術的蓄積などがある社会人の方々を対象に、標準年限が３年である博士後期課程を「最短１年で修了」し博士号（課程博士）を授与するプログラムです。プログラムの履修審査を通過された方々は、博士後期課程に在籍し、研究指導を受けながら社会人としての研究業績をベースに論文を執筆していただくことになります。１年間での学位取得について、その質の保証の問題が言われるところでありますが、達成度評価システムによって、学位授与までのプロセスを適正に堅持しております。
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